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香油瓶

今年の2月は、科学館で、「おりがみと
香りのワークショップ」が開催されていま
した。皆様ご参加いただけたでしょうか。
折り紙を丁寧に織り込むことで花の造形
を作り、そこにサクラ、ラベンダー、ヒマワ
リ、バラ、スズランのいずれかの香りをつ
け、木に模したダンボールに取り付ける
というものでした(写真1)。花の香り成分
は、1種類のにおいでできているもので
はなく、複数の化学成分を混ぜて、それ
ぞれの花の香りをパヒューマーの方に作
っていただたいたのです。そして、2月2
日のワークショップに参加された方には、好きな花の
香りを調合してもらい、写真2のような小さな霧吹き
(アトマイザー)に入れて、お持ち帰りいただきました。
ワークショップの時には、このプラスチック製の容

器に入れましたが、昔はどのようなものに香料を入れ
ていたのでしょうか。
そのあたりも含めて、このワークショップ開催にあ

たり、大分香りの博物館から貴重な香油瓶の資料を
お借りしましたので、ご紹介します。

◆コアグラス香油瓶オイコノエ型(写真3)
(地中海東岸 紀元前4～3世紀)
紀元前に作られた香油瓶です。当時は、まだアルコールが作られていませんの

で、香りの成分はオリーブオイルなどに溶かして使われていました。そしてそれら
香油を、このような香油瓶に入れていたのです。コアグラスとは、粘土を芯、つまり
「コア」にして、その周りに、溶かしたガラスを巻き付けて作ります。ガラスが冷えた
ら、コアとなっている粘土を取り出して、ガラス製の容器が完成します。1つの型か
ら1つの瓶しか作れないので、唯一無二の香油瓶になります。この香油瓶には、濃
紺地のガラスに山吹色の平行線の模様や、波状の模様が入っています。このよう
な模様は、当時のトレンドだったようです。また、オイコノエとは、大きな容器から、
小さな容器に液体を移すときに使われた道具をさすそうです。

写真1．科術の様子

写真2．お持ち帰り用の
オリジナルボトル
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◆把手付陶器香油瓶(写真4)
(地中海東岸 紀元前4世紀)
当時の地中海東岸は、アレキサンダー大王

がエジプト制服に向かうために通っています(紀
元前332年)。その頃に使われていたとされる、
陶器製の香油瓶です。写真3、4とも紀元前に使
われていた貴重な資料です。

◆人物文鼻煙壺(写真5)
(清 18世紀後半～19世紀前半)
嗅ぎタバコは、鼻の穴に直接タバコの葉をつ

けて、香りを楽しむものです。これは、当時の貴
族が使っていた嗅ぎタバコの容器です。上部の
ふたを取ると、たばこを取るスプーン上の道具
がついています。

◆ペンダント型香水瓶(写真6)
(フランス 1790年頃)
時代的には、フランス革命真っ只中の頃の香

水瓶です。このようなカットガラスは、17世紀後
半にイギリスでクリスタルガラスが作られるよう
になってから、出回り始めたもので、18世紀に
は、大いに人気になったデザインです。この香
水瓶の中に、濃いラベンダーのオイルなどを入
れていたそうです。当時の上流階級の女性はウ
エストをきつく締め付けるコルセットをしていた
ため、あまりの締め付けのため、失神することも
あったそうで、この中のラベンダーオイルなどの
香りを嗅がせて、意識を取り戻させたそうです。
香料が、なんともワイルドな使われ方をして

いたものです。

現在も、香水瓶には様々なデザインが施され、購買意欲を掻き立てる要素の
一つになっていますが、当館の企画チームの永原さんがデザインしてくれた、写
真1のオリジナルアトマイザーも捨てたもんじゃないでしょ？

小野 昌弘(科学館学芸員)

写真3．コアグラス香油瓶

写真4．把手付陶器香油瓶

写真5．人物文鼻煙壺

写真6．ペンダント型香水瓶
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